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株式会社ハアーモニー

（１）事業所名及び代表者名

◇年間売上高 ： 26億円

◇従業員数 ： 74人(2023年7月31日現在）

◇総床面積 ： 4211㎡

代表取締役　長倉 立之介

１)本社、第1工場、製品倉庫棟 : 愛知県弥富市鮫ケ地3-62

（４）事業の規模（2022年度）

（２）所在地

（３）事業の概要

２)第2工場、第3工場、部品倉庫棟 : 愛知県弥富市鮫ケ地3-61-2

◇シャッター開閉機及び農業用ハウス向け天窓開閉機の設計・開発、製造

◇シャッター用リモコンの設計・開発、製造

◇外食産業用ワイヤレスオーダーコールシステム「ベルスター」の設計・開発、製造

◇引き取り修理及びサービスパーツの供給

　１)本社、第1工場、製品倉庫棟 ： 2229㎡

　２)第2工場、第3工場、部品倉庫棟 ： 1982㎡

◇環境管理責任者 ： 総務部 取締役　長倉 匡利

◇担当者 ： 営業部 係長　星野 智靖

◇連絡先 ： TEL 0567-52-2391

（５）環境管理責任者及び担当者連絡先

　　　　　　　  FAX 0567-52-3558

１．組織の概要
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・代表者として環境経営全般に関して責任と権限を持つ
・環境方針を策定し、従業員に周知する
・環境管理に必要な資源（人員・設備・費用）への投資の承認
・EA21全体の取組状況に関し、評価・見直しを実施する

・EA21の要求事項を満たす環境経営システムを構築、実行
　し環境面の実績を向上させ、結果を代表者へ報告する
・EA21文書類（環境方針を除く）を承認する
・環境管理全般のかじ取りを実施する

・EA21に関する活動内容の審議
・環境目標及び環境管理計画の審議と実施運営の確認

・環境への負荷及び取組の自己チェックを取りまとめる
・環境目標・環境改善項目を取りまとめる
・環境関連法規制の遵守状況の確認及び情報収集
・環境活動計画書兼進捗管理表による状況報告及び評価
・社内外の環境情報収集と伝達を実施する
・環境活動レポートの作成

・環境活動計画書の達成と実績の把握
・環境方針、環境目標、環境活動計画を自部門全体に周知する
・社内外の環境情報収集と伝達を実施する
・自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・自部門に関する法規制等を遵守する
・各自業務を行う中で環境への意識を常に持つ

代表取締役
（代 表 者）

（１）組織図

（２）役割・責任・権限

開発技術部門

環　境　管　理　事　務　局

　委　　 員  ： 課長以上

総務部門 営業部門 品質保証部門

購買部門 製造部門

役割・責任・権限

代表者
（代表取締役）

環境管理責任者

環境管理委員会

環境管理事務局

部門長

全従業員

環　境　管　理　委　員　会

　委 員 長　： 環境管理責任者

２．対象範囲（認証・登録範囲）
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３．環境経営方針
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●基準年の実績
・電力使用量（kWh） =
・上水使用量（m3） =
・産業廃棄物排出量（kg） =
・商品生産重量（t） =

2021年度2020年度

0.48
（2015年値）

1.068

削減率 28.8%

736.0

（注1）商品生産重量当たりの指数

二酸化炭素排出量
の削減（総量）

m
3
/t

適正管理適正管理

-

kg-CO
2

適正管理適正管理適正管理kg

適正管理

適正管理

12.8%

8.9
（2021年度）

1.0641.50

576.4

二
酸
化
炭
素
排
出
量

総
排

水
量

環
境
配

慮
商
品

2008年度・他

環境に配慮した
商品開発の推進

施策

内
訳

電力使用量
の削減(注1)

876.0

ハイエース
（軽油）

エスクァイア
（ガソリン）

上水使用量
の削減(注1)

-

571.2

29.1%

基準年

203,341 - -

①環境負荷物質を配慮した製品開発
②リサイクルしやすい製品設計をする

項　　　目

適正管理 適正管理

削減率 34.2%

2022年度

34.5% 34.8%

12.3
（2021年度）

適正管理 適正管理 適正管理

-

kWh/ｔ

環境目標

化学物質の適正管理
(ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ含有ｸﾞﾘｽの

使用量維持)

- 28.5%

51.5

1回/月1回/年

kg/t

1.073

産業廃棄物
排出量の削減(注1)

12.5%

2,532kg

51.6

環境啓発
環境教育の実施

一般廃棄物
排出量の適正管理

km/L

-

回数 1回/月

化
学

物
質

車
両
燃
費

573.8

28,853
490.7

単位

51.3

削減率

1回/月

429,853

58.8

12.2%

前３カ年の平均値より目標値を設定

廃
棄
物
排
出
量

環
境

活
動

４．環境経営目標
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（ｂ）コピー用紙の使用量の削減

・不要書類の裏面使用の推進

・モリブデン含有グリスの使用量適正管理

・環境方針、目標及び活動計画の周知

（ａ）電力使用の削減

（５）廃棄物排出量

・ステッカー等の貼り付けによる従業員への節水の意識付け

（ａ）化学物質の適正管理

・生産当たりの排出量削減

・廃棄物の分別化の徹底

・社内文書等のペーパーレス化（PDF等の有効利用）

（４）化学物質

（ａ）産業廃棄物排出量削減

・車内エアコンの適切な温度管理

（６）環境活動

・配管の補修及び管理の徹底

・ミスプリントの防止

①市場からの配慮要求である低減対象環境負荷物質リストに則って開発・設計を行う。

（ａ）環境教育（環境啓発・教育の実施）

・法定速度の遵守

（ｂ）車両燃料の適正管理

・昼休み時間や不必要な時間の電灯の消灯

（１）環境に配慮した商品開発の推進

（２）二酸化炭素排出量

・省エネ設備の導入

②適切な部材選定を行ったうえで、分別し易くする為に部品に材質名を標記する。

・機器等の電源OFF・定期メンテナンスの徹底

（ａ）上水使用量の削減

・配管の計画的な補修の実施

・元栓の調整及び水量メーターの確認実施

（３）総排水量

・急発進、急ブレーキの禁止

５．環境経営計画及び実施内容
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（注1）商品生産重量当たりの指数

（注2）購入電力の二酸化炭素排出係数は、

　 中部電力ミライズ㈱のR2年度実績「0.382kg-CO2/kWh」を使用（R5.7.18環境省・経済産業省公表）

　 ㈱USEN（テプコカスタマーサービス㈱）の2021年度実績「0.558kg-CO2/kWh」を使用（R5.7.18環境省・経済産業省公表）

（注3）化学物質含有量の絶対値は、購入時のドラム缶重量を記載

　 1缶（20kg）当たりのモリブデン含有量3％　※2020年度までは1缶(16kg)

●2022年度実績
・電力使用量（kWh） =
・上水使用量（m3） =
・産業廃棄物排出量（kg） =
・商品生産重量（t） =

適正管理kg

343,783

削減率 12.8%

実施

51.3

83,567
594.36

kWh/t

化
学

物
質

12.9

9.1

1.006

化学物質の適正管理
(ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ含有ｸﾞﾘｽの

使用量管理)

29.1%

総
排

水
量

削減率

m3/t

適正管理
kg

（0.6 kg/缶）(注3)
5.40

上水使用量
の削減(注1)

2022年度

目標

内
訳

二酸化炭素排出量
の削減(注2)

電力使用量
の削減(注1)

適正管理

適正管理

34.8%

571.2

環境に配慮した
商品開発の推進

削減率

ハイエース
（軽油）

エスクァイア
（ガソリン）

車
両
燃
費

km/L

①新規採用部品において環境負荷
　 物質の含有量が基準を満たした

②樹脂部品に対する材質標記を実施

環
境
配
慮
商
品

二
酸
化
炭
素
排
出
量

①環境負荷物質を配慮した
　 製品開発

②リサイクルしやすい製品設計

kg/t

175,845.2

578.4

kg-CO2

総量

実績
項　　　目

34.0%

単位

1.064

140.6

2022年度

廃
棄
物

排
出
量

32.9%

施策

-

1回/月

一般廃棄物
排出量の適正管理

-139.1%

産業廃棄物
排出量の削減(注1)

回数
環
境

活
動

環境啓発
環境教育の実施

3,478

598.0

６．環境経営目標の実績
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急発進、急ブレーキの禁止
法定速度の遵守
車内エアコンの適切な温度管理

2022年度は、昨年度と比較して一般廃棄物
が減少した。社内のペーパーレス化が進ん
でいることが要因であると把握している。引き
続き現状維持管理を実施する。

車両燃料の適正管理

産業廃棄物排出量の削減

上水使用量の削減

2022年度は、一昨年度から量産開始となっ
たモリブデン含有グリスを使用する新製品の
出荷が増えた為、グリスの購入量が増加し
た。引き続き使用管理を実施する。

一般廃棄物の適正管理
毎月の一般廃棄物の重量を把
握し、削減意識を持つ

－

廃棄物の分別化の徹底、排出
量削減

－

取組結果

△

①新規採用部品において環境負荷物質の
含有量が基準を満たした。

評価、次年度の取組内容

②樹脂部品に対する材質標記を実施した。

項　　　目

昼休み時間や不必要な時間の
電灯の消灯
機器等の電源OFFの徹底
設備の省エネ化

②適切な部材選定を行ったうえで、分
別し易くする為に部品に材質名を標記
する。

－

化学物質の適正管理

電力使用量の削減

環境に配慮した
商品開発の推進

2022年度は車両燃費が昨年度と比較して横
ばいとなっていた。引き続き燃費の管理を続
ける。

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ含有グリスの使用管理

2022年度は目標に対して0.8%の削減が不足
し未達となった。昨年度との比較では0.3%の
削減となっている。年間電力使用量は減少し
ているが、原単位目標未達要因として受注
減による商品生産重量の減少であると考えて
いる。引き続き無駄な使用が無いように管理
する。

－

取組結果【　○＝良好　　△＝不足　】

①市場からの配慮要求である低減対象
環境負荷物質リストに則って開発・設計
を行う。

△

2022年度は、長期保管となっていた不要在
庫部品の廃棄を行った。その為、昨年度より
も産業廃棄物量が大きく増加し目標未達と
なった。現状維持管理を実施する。

○

元栓の調整及び水量メーターの
確認実施
ステッカー等の貼り付けによる従
業員への節水の意識付け

○
2022年度は漏水等のトラブルもなく、目標達
成となった。引き続き無駄な使用が無いよう
に管理する。

環境啓発環境教育の実施

環境方針、目標及び活動計画
の周知
「5S（整理、整頓、清掃、清潔、
躾）活動」の推進
「アイドリングストップ」など掲示

毎月の委員会にて月次環境報告により周知
活動の実施。また、廃棄物の台帳を用いた
管理および廃棄物パトロールによる分別強
化と教育を実施。
引き続き、環境・安全・整理整頓の啓発活動
および廃棄物分別の監視を実施する。

７．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容
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（注1）商品生産重量当たりの指数

35.7%

車
両
燃
費

エスクァイア
（ガソリン）

km/L

12.3
（2021年度）

適正管理 適正管理

ハイエース
（軽油）

8.9
（2021年度）

二酸化炭素排出量
の削減（総量）

35.4%

kg-CO
2 203,341 - - -

13.4% 13.7%

化
学

物
質

化学物質の適正管理
(ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ含有ｸﾞﾘｽの

使用量維持)

総
排

水
量

上水使用量
の削減(注1)

m
3
/t

0.48
（2015年値）

適正管理

回数 1回/年 1回/月 1回/月 1回/月

適正管理

廃
棄
物
排
出
量

一般廃棄物
排出量の適正管理

kg 2,532 適正管理 適正管理 適正管理

産業廃棄物
排出量の削減(注1)

kg/t 58.8 51.1 50.9 50.7

削減率 - 13.1%

適正管理 適正管理 適正管理

項　　　目
単位 基準年 環境目標

2008年度・他 2023年度 2024年度 2025年度

環
境
配

慮
商
品

環境に配慮した
商品開発の推進

施策

内
訳

電力使用量
の削減(注1)

kWh/ｔ 876.0 568.5 565.9 563.3

削減率 - 35.1%

-
①環境負荷物質を配慮した製品開発
②リサイクルしやすい製品設計をする

二
酸
化
炭
素
排
出
量

2008年度実績を主な基準として、2025年度までの中長期目標を決めました。

目標値の設定方法は、2022年度の目標値から各年度0.3％の削減を目指します。

1.50 1.059

環
境

活
動

環境啓発
環境教育の実施

1.055 1.050

削減率 - 29.4% 29.7% 30.0%

適正管理 適正管理kg

８．次年度からの中⾧期目標
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特定家庭用機器再商品化法 遵守

遵守

廃棄物の適正な処理の促進
に関する条例

3

4

遵守

7

6

9

15

10

16

工場内のエアコン設置一覧表作成
点検・記録簿の作成

長期使用
排出抑制

該当設備更新時に対応

調査
掲示、周知

長期使用と再資源
利用の促進

自動車の更新時に対応 遵守

遵守

遵守

使用済自動車の再資源化等
に関する法律

愛知県　県民の生活環境保
全に関する条例

14

該当設備更新時に対応

再資源化 該当設備更新時に弥富市役所へ持込む
使用済小型電子機器等の再資
源化の促進に関する法律

13

遵守

遵守

遵守

産業廃棄物管理票(マニフェスト)の作成、5
年間保管、掲示板設置、適正保管

廃棄物の処理及び清掃に関
する法律

特定化学物質の環境への排出
量の把握等及び管理の改善の
促進に関する法律

消防法

処理状況の確認

規制基準の遵守
届出

遵守

遵守事項等 遵守状況対　応　概　要

規制基準の遵守義務
必要と判断した時に水質測定予定

8

資源の有効な利用の促進に
関する法律

フロン類の使用の合理化及び管
理の適正化に関する法律

回収、破壊措置
管理の適正、
点検、記録

労働安全衛生法

12

遵守

管理票の報告
届出

規制基準の遵守
規制基準の遵守義務
随時工場の外で感覚的に確認

遵守

防火管理者の選任、消防計画作成

アイドリングストップの励行
従業員駐車場等にｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの掲示

原動機の停止指
導の周知

長期使用
再資源化

なお、関係機関及び工場近隣からの違反の指摘・指導、訴訟等は過去3年間ありません。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

自主管理

SDSの入手と作業者への取扱等説明
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規制基準の遵守
届出

取扱量等自主管
理

規制基準の遵守義務
必要と判断した時に水質測定予定

遵守

委託先の確認

規制基準の遵守
届出、変更

騒音設備の届出（2021.06.23）
必要と判断した時に騒音計で確認

法的義務を受ける環境関連法規制は次のとおりです

環境関連法規制等の名称

遵守

遵守

規制基準の遵守
届出

水質汚濁防止法

悪臭防止法

下水道法5

2

1

振動規制法

騒音規制法

規制基準の遵守
届出、変更

振動設備の届出（2021.06.23）
必要と判断した時に確認

遵守

９．環境関連法規等のとりまとめ
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（１）活動宣言

１０．SDGｓの取り組み
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9 地域貢献活動
2022年08月20日 三つ又池公園で催された

地域イベントへの参加

10 SDGs研修
外部講師による第2回SDGs研修会の実施

SDGsの概要、企業との関わり、会社の取組を説明

募金
203年02月06日トルコ・シリアにて発生した大地震の被

災者の方々への人道支援救援金
国連UNHCR協会を通じて募金　￥100,000

4 環境啓発
駐車場、社内の水回り、電気スイッチ部へ
アイドリングストップ、節電・節水喚起表示

5 エネルギーの節約(節電)推進 社内全体にてLED電気を使用

8 健康促進

・健康維持のために健康診断にて前年度と
　比較して維持・改善されていた方にボーナス支給

・2022年11月03日第1回ウォーキング大会実施
・2023年03月21日第2回ウォーキング大会実施

・2023年02月15日
　愛鉄連保険組合による健康セミナーの実施

1

2

PETボトルキャップをJCV
(認定NPO法人

世界の子どもにワクチンを 日本委員
会)

へ寄付

社内にてPETボトルキャップを回収、
いその株式会社様を通じてJCVへ寄付し、

世界の子どもたちへワクチンを提供

6 災害対策強化

・あらゆる災害に対応出来るように
　災害対策チームの発足準備

　(組織図立案、作業内容の検討)
・2023年03月29日 消火器訓練実施

7 労災ゼロ推進 危険予知活動をするための社内教育

3

（２）活動内容

安全衛生による安全運転推進及び
通勤災害を減らす

退社時間に駐車場へ立ち、
安全運転を呼び掛ける看板を持ち注意喚起

交通事故防止啓発活動(JAFによる危険予知・事故回
避トレーニング動画観賞)

活動実績活動目標 活動風景 関係するSDGs
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　本年度の目標値未達に終わった「電力使用量」及び「産業廃棄物」の要因は、

分析のとおり「生産減」や「計画廃棄」によるものであり

環境経営システムの方向性に問題ないものと判断します。

　SDGs関連においても、地域密着型イベントブース出展や第２回SDGs研修会開催など

活発な取り組みを評価しており、今後より一層全社員を巻き込んだ活動を期待します。

　次年度は目標達成に向け、環境啓発活動による従業員の一層の環境意識向上に向けた

取り組みをお願いします。

特に変更無し

特に変更無し

特に変更無し

変更の必要性 見直し事項

環境経営方針

環境経営目標及び
環境経営計画

実施体制

□有り ■無し

□有り ■無し

□有り ■無し

１１．代表者による全体の評価と見直し・指示
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